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図図図図----1111    材料試験片 3)    

表表表表----1111 ステンレス鋼の機械的性質 

基準値
L C 平均 （MPa)

ヤング率 198×103 196×103 197×103 193×103 文献1)
0.1%耐力 275 239 259 235以上 JIS G4321(SUS304A)
0.2%耐力 289 263 277 205以上 JIS G4304
弾性限 235 217 229

ヤング率 195×103 189×103 192×103 193×103 文献1)
0.1%耐力 397 364 381 325以上 JIS G4321(SUS304N2A)
0.2%耐力 432 410 421 345以上 JIS G4304
弾性限 306 302 304

SM490 降伏応力 327 327 325 JIS G3106
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図図図図----2222 単調引張試験結果 
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1111．．．．まえがきまえがきまえがきまえがき    

 ステンレス鋼は高い耐食性を有し，普通鋼に比べて延性や靭性が優れた材料である．このような特徴を有

するステンレス鋼は，我が国における建築構造物に関する設計基準 1)のほか，海外でも設計指針が設けられ

ており，既に構造用部材として幅広く活用されている．しかし，土木構造物への適用に関する設計基準が設

けられていない我が国では，構造部材としてステンレス鋼の活用例はなく，高い耐食性を有効に活用した被

覆材等に使用されているのが現状である．そこで本研究では，ステンレス鋼の持つ優れた耐食性を有効に利

用して構造部材として活用するため，基本となる材料特性を明らかにする． 

2222．．．．試試試試験験験験方法方法方法方法    

 熱間圧延ステンレス鋼板(JIS G4304)2)の材料

特性を照査するため，構成式のパラメータを決定

する材料試験 3)を実施する．試験は，①単調載荷

試験，②弾性域の減少に関する繰り返し載荷試験，

③両振り繰り返し載荷試験の 3種類である．使用

した試験片は，図図図図----1111 に示す繰り返し載荷材料試験

用の丸棒試験片とした．試験片に用いたステンレ

ス鋼はオーステナイト系の SUS304と SUS304N2 の 2 種類とした．SUS304,SUS304N2 共に 1000mm×

1000mm×20mmの板材から圧延方向(L)，圧延直角方向(C)から採取して試験片を作成した． 

3333．．．．試試試試験結果験結果験結果験結果とととと考察考察考察考察    

 単調載荷試験により得られたス

テンレス鋼の機械的性質を表表表表----1111

に，真応力―真ひずみ関係を図図図図----2222

に示す．表表表表----1111 に示す試験結果の強

度については，JIS G4304で規定

されている圧延ステンレス鋼の

0.2%耐力と JIS G4321 で規定さ

れている建築構造用ステンレス鋼材の 0.1%耐力，弾性限のそれぞれ

に対して，圧延方向(L)と圧延直角方向(C)，平均値を表示している．

SUS304，SUS304N2共に 0.1%耐力は，JISで規定される 0.2%耐

力および 0.1%耐力を満たしていることが同表から読み取れる．この

ため，構造部材として SUS304,SUS304N2 を活用する場合，JIS 

G4321 に規定される 0.1%耐力を用いて差し支えないといえる．ス

テンレス鋼の圧延方向および圧延直角方向の特性を比較してみると，

図図図図----2222 からも判断できるように両鋼種共に大きな差は見られない．こ

のことから，両鋼種は等方性とみなしてよいことが確認できる． 

 Shogo MORI，Satoshi NARA，Yasuhiro MIYAZAKI，Takao MIYOSHI 
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図図図図----4444 弾性域と累積相当塑性ひず

みの関係 

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

-4 -2 0 2 4

SM490
SUS304
SUS304N2

σ（MPa)

ε(%) 

図図図図----5555 両振り試験結果の一例 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

-3 -1 1 3 5 70 εp(%)

σ（MPa)

SM490
SUS304
SUS304N2

 

図図図図----6666 非線形遷移領域 

 繰り返し塑性履歴に伴う弾性域の減少を照査するため，両ス

テンレス鋼に対して，図図図図----3333 に示すように，小さなひずみステッ

プでの除荷と載荷を繰り返す試験を行った．図中の縦軸は真応

力，横軸は塑性ひずみεpを示している．また，図図図図----4444 に弾性域

の大きさκ/κ0 と累積相当塑性ひずみ
p

mon
ε の関係を示す．図中

の縦軸は，図図図図----3333 の太い実線で示す除荷開始点から直線的に下降

する弾性域κを初期の弾性域κ0(SM490の場合は降伏点の2倍，

ステンレス鋼の場合は弾制限の 2 倍)で無次元化した値である．

また，比較のため SM490 の結果も図中に表示している．同図

から，ステンレス鋼の結果は SM490 に比べてばらつきが大き

く，累積相当塑性ひずみ
p

mon
ε が 0.5%付近から一定に収まる

SM490とは異なることがわかる．また，SUS304では累積相当

塑性ひずみが大きくなるに従い弾性域が減少するが，

SUS304N2ではその傾向が明確に読み取れないことがわかる． 

 両振り試験を示す図図図図----5555 から，SM490の降伏応力より 64MPa

小さい 0.2%耐力を有する SUS304は，SM490材とほぼ同様の

傾向を示すことがわかる．しかし，図図図図----6666 に示すように両振り試

験から得られた非線形遷移領域に関する応力と塑性ひずみの関

係から，SUS304N2はもちろん，SUS304も SM490に比べ非

線形遷移領域でのひずみ増加量が小さいことがわかる．これよ

り，両ステンレス鋼と SM490 では非線形遷移領域の応力ひず

み関係が異なることがわかる． 

4444．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 本研究では，ステンレス鋼を土木構造物に活用するため，SUS304,SUS304N2を対象とした材料特性につ

いて繰り返し載荷試験により明らかにした．本研究で得られた内容をまとめると次の通りである．（1）

SUS304,SUS304N2の耐力は，建築構造を対象とした JIS G4321に規定される 0.1%耐力として差し支えな

い．（2）SUS304,SUS304N2共に等方性として扱うことができる．（3）弾性域は，SUS304ではひずみの進

行とともに減少し，SUS304N2 では明確な特性が現れなかった．（4）SUS304,SUS304N2 の両鋼材の応力

ひずみ関係は非線形遷移領域において SM490 の応力ひずみ関係とは異なることがわかった．今後，収集し

たデータを活かして，ステンレス鋼を対象とした材料構成式の提案を行う予定である． 

参考文献参考文献参考文献参考文献 1）ステンレス構造建築協会：ステンレス建築構造設計基準・同解説，技報堂出版，2001.5．2）日本規格協会編：JISハンドブック鉄鋼．．3）鈴木雄大，小野潔，池内智行，

岡田誠司，西村宣男，高橋実：実用的な鋼材の構成式の開発，第６回地震時保有水平耐力法に基づく橋梁等構造の耐震設計に関するシンポジウム講演論文集，pp.351-358，2003.1． 
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図図図図----3333 垂直応力σと塑性ひずみ p
ε の関係 
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